PROSセミナーのご案内　
　　　　　　　　　　　　　　　分子寄生虫学分野　（担当：石野）
	日　時
	平成25年 7月 24日（水）17:00~

	場  所
	医学部 基礎第１講義室（総合教育棟２Ｆ）

	17:00-17:30
　

17:30-19:00
	寄生病原体学部門　研究紹介
「受精直後の分裂期制御の特異性」
大杉美穂　准教授
東京大学総合文化研究科広域科学専攻


細胞分裂期 の紡錘体・染色体の複雑でダイナミックな動きは複数種類のモーター分子が協調的に働くことで実現されています。大杉美穂先生は、マウスを中心とした卵細胞の細胞分裂・有糸分裂の分子機構を研究されています。細胞がどのように分裂し、遺伝子が娘細胞に均等に分裂されるかという基本的課題を明らかにしようと挑戦され、有糸分裂に関わる新しい遺伝子である「KIZUNA」の発見や、Kidという因子が染色体凝縮や核膜の形成に重要な役割を果たすことの発見、またマウス卵の抽出液を用いた試験管内の再構成系の構築など、優れた成果を上げておられます。初期胚発生における細胞分裂制御のダイナミクスについての興味深いお話をしていただけると思います。是非、みなさまにもご参加頂きたくご案内申し上げます。
■参考文献
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Microtubule stabilization triggers the plus-end accumulation of Kif18A/kinesin-8. Cell Struct Funct. 2, 261-267.
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《17:30からのセミナーは医学系研究科を対象とした大学院特別講義としても実施します。大学院生は、当日配布されるレポート用紙に講義概要等を記述し、提出してください。２点満点で採点されます。》
